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研究成果の概要（和文）：防音箱の中に１羽ずつケージに入れた 4 羽のセキセイインコを置き、

インコの発声を 1 日あたり 24 時間、2 週間程度、連続で記録した。これをオスだけの集団とオ

スとメスで構成された集団など、計５つのグループで行い、それぞれの鳥の発声のタイミング、

回数、音響パタンを解析した。その結果、発声の同期性や発声行動を主導する個体の存在など、

行動の生起や伝播と密接に関わる現象が確認された。 
 
研究成果の概要（英文）：Four budgerigars were put in a sound attenuate chamber. Then, all 
vocalizations of those birds were recorded during 24 hours per day for around 2 weeks. This 
experiment was conducted in 5 groups, including male-only groups and male-female groups. 
I analyzed vocal timings, the number of vocalizations and the acoustic properties of those 
vocalizations. The results showed vocal synchronizations among subjects and some 
individuals guided vocal behaviors of the other subjects, indicating this kind of study in 
budgerigars should contribute to investigate formation and diffusion of trends in also 
humans. 
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１．研究開始当初の背景 
言うまでもなく、ヒトは音声の模倣能力を持
つ。しかし、この能力は動物一般においては
まれである。 
例外的な動物種の一つとして、インコ・オ

ウムの仲間は音声の模倣能力を持つ。これら
の鳥は集団を作ると相互に声を真似し合い、
その集団に特徴的な発声パタンを作り上げ

ることがわかっている。またインコの音声パ
タンはその類似性を音響的特性に基づいて
定量的に評価できることも知られている（例
えば Farabaugh ら,1994）。 
これらの特徴から、インコの発声行動はヒ

トの「流行の形成や伝播」の優れた研究モデ
ルとなるのではないかと考えた。すなわち、
ある集団の中で、ある特定の事物が選択され、
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その使用が集団の中で認められていく過程
を音声パタンの変化の中に見ることができ
るだろうと考えた。その過程で特定の個体が
主導的であるのか、模倣が突如、集団発生的
に生じるかなどを観察することで、集団の構
成員の役割を考察できることを期待した。つ
まり本研究は、ヒトを含めた生物における流
行の形成や伝播過程についてモデルを構築
するための基礎的データを得るものとして
計画された。 

 
２．研究の目的 
インコの小集団の全発声行動を記録し、解析
する。これにより、音声パタンの模倣過程を
継時的（ダイナミック：動的）に示し、特定
のパタンの選択と伝播の過程を明らかにす
る。 
このことにより、いわゆる「流行」のよう

なものが集団の中に形成される仕組みを生
物学的、また行動学的な手法により明らかに
する。 
 
３．研究の方法 
防音箱の中で、4 羽のセキセイインコを１羽
ずつケージに入れて飼育し、それぞれのケー
ジに取り付けた小型の指向性マイクロホン
により、インコの発声を 1日あたり 24時間、
2 週間程度連続で記録した。 
 

実験参加個体は 7 羽（4 羽のオスと 3 羽の
メス）のインコであった。これら鳥たちの組
み合わせを替えた５つの集団で実験を行い、
それぞれの集団について発声パタンの分類、
発声行動の頻度などを解析した。 

図１．防音箱の中に設置された４つのケージの模式図 
 
インコの発声は、大きく２つに大別できる。

ひとつは単音の「コール」で、もうひとつは
多様な音が次々と発せられる「ワーブルソン
グ」である。これらそれぞれについて、個体
間での音響的な類似性・発声の順番などを時
系列に沿って解析した。 
  
 

４．研究成果 
(1) 4 羽の鳥からの「同時音声記録システム」
を構築した。また音声を 3次元空間上にプロ
ットし、その音響的類似性に基づいてそれら
音声を分類するシステムを作成した。 

図２．音声パタン変化の視覚化の例 

 
図２は、ある 1羽のインコの「コール」につ
いて継時的なパタン変化を視覚化したもの
である。一つの点が一つの音声に対応する。
音響的に類似したパタンは近接してあらわ
される。順を追って、最初の 1/4 は青い点、
次の 1/4は黒い×、その次の 1/4は緑の星型、
最後は赤い十字で示した。この例では、前半
に多く見られる音声パタンが、後半にその割
合を多少減らしたことが分かる。 

図３．セキセイインコのコールのスペクトログラムの例 

 
 
(2)オスの集団において、ワーブルソングの
同期性が確認された。 
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図４．時間軸に沿った個体ごとの歌の量(例) 

 
録音した時間全体を 10 分ごとに区切り、

ワーブルソングの量（時間）を個体間で比較
したところ、図４にあらわされているとおり、
その量の増減には明確な相関があった。 

 
同様に 10 分ごとに、うたい始めたワーブ

ルソングの数をカウントし、4 羽の鳥がうた
っている時間にオーバーラップがあるかど
うかを見たところ、表１に見られるとおり、
単独でうたう場合や、2 羽または 3 羽でうた
う場合よりも、「4 羽そろって」うたう頻度の
ほうが多いことが確認された。 
これはそれぞれの個体の発声行動が相互

に関係し合っていることを示している。しか
し、オスとメスが 2 羽ずつの集団では、この
現象は確認されなかった。 
 
 
(3)ワーブルソングを開始する個体と、それ
に追随してうたい始める個体がいることを
確認した。 
 

図５．他の個体に追随された歌の割合 

 
図５の左上のパネルは、オス１のワーブル

ソングについては、他の個体が追随する割合
が高いことを示す。反対にオス２（青）の歌
は追随される割合が低いことを示す。 
 

 
表２は、統計的な手法を用いて、追随され

る割合に違いがあるのかどうかを数学的に
検定した結果をまとめたものである。これに
よると、オスのみの集団で行われた 2回の実
験ではオス１が追随される率が高く、オス２
は追随される率が低いことがわかる。つまり、
オス１は流行の発信源となる可能性が高い
ことになると考えられる。 
しかし、この結果は、オスのみの集団にお

いてのみ一貫したものとなり、オスとメスで
集団を作った場合には、異なる結果が得られ
た。そのような状況ではオス１のみならず、
オス４のワーブルソングについても追随さ
れる割合が高くなることが見られた（図５の
下のパネル 2枚および表２の下 2列）。 
 
 

(4) 発声行動とその行動の同期や追随につ
いては、性が重要な役割を持つことが強く示
唆された。 

 
表３に示されているとおり、メスのワーブ

ルソングの回数はオスと比べて少ないこと
がわかる。オスだけしかさえずることのない
ジュウシマツやブンチョウなどの鳥とは異
なり、インコはメスも音声を模倣し、ワーブ
ルソングをうたう。しかし、オスのほうが、
より多く発声することは経験的には知られ
ており、本研究は大規模な音声録音実験によ
り、この経験的な観察を定量的に示した。 
それだけでなく、メスが集団に含まれるこ

とで、オス２とオス３の発声が強く抑制され
たことがわかる。メスが集団に含まれること
による影響は、（２）や（３）の項でも示し
た。発声行動へのこのような影響が生じた理
由は、鳥類の歌がオスによるメスへの求愛や、
オスの競争（なわばり争いなど）で用いられ
ることにあると考えられる。つまり発声行動、
特に歌は、動物の生態と深くかかわる行動で
あるために、同性のみの場合と異性が含まれ
る状況で行動に違いが生じるのだと考えら
れる。 
しかし、これは鳥に限ったことではないか

もしれない。ヒトの社会においても、流行、
特にその装いや言葉遣いなどは、異性へのア
ピールや競争意識と無関係ではない。そのた



 

 

め、インコで見られたのと類似した流行の形
成や伝播の様式を示すことも十分に考えら
れる。 
 
本研究では、相互の「コール」の模倣によ

る、発声パタンの変化自体については顕著な
傾向が得られなかった。当初は 2カ月間の継
続的な音声録音を計画していたが、電力状況
の不安定な時期、および夏の猛暑を避けた実
験計画により、１つの集団につき２－３週間
程度の記録にとどまった。このことがコール
の模倣が顕著な形では見られなかった原因
であるかもしれない。しかし、ワーブルソン
グの解析により、インコの発声行動が時間的
に相互に影響しあうものであることを確認
できた。また、行動に主導的な役割を持つ個
体がいることも示すことができた。このこと
は特定の行動の生起や伝播を研究するため
に、インコの発声行動が有効なモデルとなり
得ることを示すものであると言えるであろ
う。 
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